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スライドの配布について

山形大学では、SDGsの観点から、
発表スライドをオンラインで公開しています
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スライドの場所：oireで検索

OIRE
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「発表資料」をクリック
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「学会」をクリック



研究概要

高等教育機関に入学する発達障害学生は急増
➢ 留年・退学する学生は多く、卒業率は7割弱
➢ 就職率は一般学生（96％）に対し、発達障害学生
（36％）は、かなり低い。

本研究では、卒業（見込み）の発達障害学生に対
して、大学入学前の期待度、在学中についての振
り返りに関するインタビュー調査を実施。
本発表では、調査結果を報告するとともに、発達
障害学生向けにどのような初年次教育プログラム
（キャリア教育含む）が必要か検討する。

本研究では「障がい」は、法規の表記に従って「障害」で統一、
「障がい学生支援センター」の名称は表記の通りに記述した。



本研究の定義：発達障害

厚生労働省（政策レポート）「発達障害の理解のために」
https://www.mhlw.go.jp/seisaku/17.html 7
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研究背景

➢ 留年・退学する学生は多く、卒業率は7割弱
➢ 就職率は一般学生（96％）に対し、発達障害学生
（36％）は、低い

「障害学生数と障害在籍率の推移」日本学生支援機構（2022）



研究背景

発達障害学生は、高校の学校生活と大学生
活にギャップがあり、初期適応が困難（高橋,2012）

➢ 対人関係
➢ スケジュール管理
➢ 健康管理 など課題を抱えていることが多い

高校 大学
担任、クラスが決まっている 担任、クラスがない

担任が具体的な指示をだすため、
構造化された環境のもとで判断
や行動がしやすい

時間割作成や空き時間の過ごし
方など自由度が大きい
具体的にどのように行動すればよ
いのか、明確な指示が得にくい



研究背景

発達障害学生へのサポートに関する先行研究
➢ 希望者に対する修学支援
➢ ソーシャルスキル訓練の取組み事例などの報告

 入学直後から大学が能動的にアプローチを実践
している研究報告は多くない。

➢ 大学の移行支援は、発達障害学生の入学早期の
ドロップアウトを予防。その後の支援の土台を
つくるうえでも重要（桶谷ほか,2011）。

➢ 10年以上経過しているが、大学入学直後から
の支援や教育の研究は、非常に少ない。



本研究の問題と目的

発達障害学生のキャリア教育の課題は何か？
を検討するため
本研究では、卒業（見込み）の発達障害学生を対象
に大学生活を振り返って貰い
1）大学入学前の期待度
2）大学生活の重要度について
インタビュー調査を行った。
調査結果を基に、発達障害学生向けにどのような
初年次教育プログラム（キャリア教育含む）が必要
か検討することを目的にした。
キャリア教育とは「一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基
盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」
（文部科学省,2011）



研究方法

項目 方法

対象者と方法
・就職支援をした発達障害のある卒業生
（見込み）、半構造化面接法にて実施

質問項目

1）障がい学生支援センターの活用
2）授業の履修方法、計画、サポート
3）体調管理
4）相談できる人や体制
5）自己理解（特性理解）

実施時期と時間
・2023年3月～4月
・約1時間程度で1回実施

実施場所
・大学内のキャリアサポートセンター
・オンライン（希望者）

実施方法 ・メモをとりながら話を聞く、ICレコーダー録音

倫理的配慮
・個人が特定されないようにデータ化
・書面および口頭で説明、承諾書を得る



研究方法：インタビュー調査の分析

インタビューで得られたデータを逐語
録におこした。

➢ 逐語録のなかで、話す文脈が複数ある場合は、
内容ごとに区分した。

➢ 「入学前の期待度」と「大学生活の重要度」
に関しては、5段階の高低別に分類した。

➢ 「大学生活の重要度」に関しては、類似した
内容ごとにカテゴリー化した。

➢ 研究者間にて協議したうえで、分類した。



結果：インタビュー対象者の基本属性

n=5

no性別
卒業

（見込み）
留年
など

文理
別

診断名 診断時期 進路状況

A 男 学部卒
1年
留年

理系
ASD、
ADHD

小学
低学年

障害・オープンで働く
製造業に就職

B 女 学部卒 ― 文系
ASD、
ADHD

大学1年
障害・オープンで働く
建築業に就職

C 男 大学院卒
2年
留年

文系 ASD
他大学の
大学院時

進路模索

D 男 学部卒業
（見込み）

2年
留年

理系 ASD
小学
低学年

就職活動をスタート
（一般）

E 女 大学院修了
（見込み）

1年
休学

文系
ASD、
ADHD

高校2年
就職活動をスタート
（障害・オープン）



結果：大学入学前の期待度（全項目）

項目 期待あり
どちらとも
いえない

期待なし

障がい学生支援
センターの活用

2 0 3

授業の履修方法、
計画、サポート

0 0 5

体調管理 2 1 2

相談できる人 2 1 2

自己理解
（特性理解）

0 1 4

計 6 3 16



結果：大学入学前の期待度（項目別の声）

「授業の履修方法、計画、サポート」

大学の授業を想像していなかった

気づいたら、単位が取れない授業が
たくさんあり留年が決定していた

「体調管理」
一人暮らしで夜遅くまでゲームするこ
とが多く、朝起きれなかった

試験が重なると体調を崩しやすかった

「障がい学生支援センター」
センターの存在を知らなかった

必要性も感じていなかった



結果：大学入学前の期待度（項目別の声）

「相談できる人や体制」
自分がどんなことに困るか想像できて
いなかった

高校と大学の違いを知らなかったので、
相談の重要性について考えていなかった

「自己理解（特性理解）」
自分の強みの見つけ方や苦手について、
考えたことがなかった

自分のことがよくわかっていなかったし、
何が困るのかが漠然としていた



結果：大学生活を振り返っての重要度（全項目）

項目

障がい学生支援
センターの活用

授業の履修方法、
計画、サポート

体調管理

相談できる人

自己理解
（特性理解）

全員が
重要と回答



結果：大学生活を振り返っての重要度の分類

項目 分類

障がい学生支援
センターの活用

入学時の周知方法の工夫
活用方法
柔軟な対応

授業の履修方法、計画、
サポート

わかりやすさ
苦手対策
チェック体制

体調管理
自己管理の工夫
ストレス対処

相談できる人、体制
複数体制
相談しやすさ

自己理解（特性理解）
発達障害に特化した早期教育
自分の強み理解、特性への対処

インタビューの結果、12個に分類、36個の語りが抽出



結果：大学生活を振り返っての重要度（項目別の声）

「授業の履修方法、計画、サポート」

大学の授業システムがわかりづらい

入学時に丁寧な説明やサポートが必要

「体調管理」
気づかないうちにストレスがたまり、
体調不良になることを最初の段階で学
べるとよい。

「障がい学生支援センター」
入学時に活用方法を周知
パッとみてわかるイラスト入りがよい

困った時に気軽に相談できる体制が必要



「相談できる人や体制」
サークルやゼミの友達によく相談して
助けて貰ったので、友達が重要。

相談できたから、卒業、就職ができた。
自分だけでは、とても叶わなかった。

「自己理解（特性理解）」
自分の強みの見つけ方、付き合い方の方
法がわかれば、大学生活が違ってくる。

障害に気づかない人もいるし、発達障害
に特化した授業があるとよいのでは。

結果：大学生活を振り返っての重要度（項目別の声）



考察

 対象者5名中、4名が留年、休学あり
➢ 全員が「障がい学生支援センター」活用し修学支援
➢ 入学前の期待度は低いが、卒業時の重要度は高い

 大学入学準備のための
 教育プログラムが必要

➢ 入学時の戸惑い（高校との違い）

➢ 障がい学生センターの周知
➢ 困り事の対処支援が初期適応
を促す（日本学生支援機構,2022）

項目 分類

障がい学
生支援セ
ンターの
活用

入学時の周知方法の工夫

活用方法

柔軟な対応

授業の履
修方法、
計画、
サポート

わかりやすさ

苦手対策

チェック体制



考察

➢ 失敗体験が続くと修学や進路選択
（キャリア発達）に影響を及ぼす

➢ 自己認知の弱さがある為、自分の
特性を正確に認識できていない（原

田,2019）

➢ 米国ランドマーク大学では、障害
ニーズの理解、他者に伝える力な
ど大学生活で培う教育を実施（片岡ほ

か,2015）

項目 分類

体調
管理

自己管理の工夫

ストレス対処

相談で
きる人、
体制

複数体制

相談しやすさ

自己理解
（特性理解）

発達障害に特化

した早期教育

自分の強み理解

特性への対処

本研究のインタビュー調査から、早い段階での組織的な
支援・初年次教育プログラム（キャリア教育含む）の必
要性が示唆された。



本研究のインタビュー対象者が5名と少
ないため、一般化することはできない。

➢ 今後、対象者数を増やし、同様のインタビュー
調査を実施する必要がある。

➢ 発達障害学生向けの初年次教育プログラム
（キャリア教育含む）の開発に向けて取り組ん
でいく予定である。

本研究の課題
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